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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

香桜　藤原　由恵　張りのある清澄な書線が
美しい。安定した字形で明るく洗練された掲
示文となった。三段ながら見事な腕前に感服。
� 評　黒河内月倫　

泉
樹
　
武
井
　
泉
樹　

伸
び
や
か
な
線
質
に
よ
る
懐

の
広
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
字
形
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収

め
て
い
る
。
ま
た
、
左
上
と
右
下
を
対
比
さ
せ
た
構

成
も
大
変
美
し
い
。�

評　

森　
　

嶺
雲　

つけペンボールペン

書学　大野真理子　文字数の多い課題ながら
も、行書の柔らかい表現が美しく、軽やかで安
定感と品格溢れる模範作。� 評　荒谷由美子　

規
　
定
　
課
　
題

雅
　
田
島
由
美
子
　
柔
軟
な
書
線
で
、
原
帖
の
潤
渇
に
着
目
し

た
表
現
が
素
晴
ら
し
い
。
二
つ
の
「
書
」
と
、「
世
・
也
」
が

特
に
見
事
で
あ
る
。�

評　

福
原　

溪
春　

2月提出競書作品の写真版作品は、
2月26日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

上
沢
　
髙
田
美
佳
子　

中
心
線
を
揃
え
た
文
字
の

大
小
の
変
化
が
自
然
で
、
淀
み
の
な
い
流
れ
が
大

変
美
し
い
作
で
あ
る
。�

（
森　
　

嶺
雲
）

伏
見
　
伊
藤
　
直
子　

伸
び
や
か
な
線
で
美

し
く
書
か
れ
た
作
品
。
余
白
も
あ
り
、
バ
ラ

ン
ス
も
良
い
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

仙
水
　
筋
野
　
仁
香
　
止
め
・
は
ね
・
は
ら
い
の
丁
寧
な
運
筆
が
深
み

の
あ
る
線
を
醸
し
出
し
、
表
現
力
の
豊
か
な
作
品
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

高
崎
　
吉
田
　
容
子　

文
字
の
大
き
さ

や
、
線
の
太
さ
の
変
化
が
す
ば
ら
し
い
。

と
て
も
読
み
易
い
掲
示
文
と
な
っ
た
。

�

（
御
園
生
藍
珠
）

五
月
　
岡
原
美
智
子　

文
字
の
大
き
さ
と
余
白

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
各
文
字
群
が
響
き
あ
い

穏
や
か
な
作
品
と
な
っ
た
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

書
学
　
是
松
　
久
志　

字
形
よ
く
整
い
、
丁
寧
な
運

筆
で
仕
上
げ
た
。
今
後
は
速
度
の
変
化
を
学
び
ま
し

ょ
う
。�

（
江
口　

春
陽
）

書
学
　
櫻
井
　
涼
子　

練
磨
さ
れ
た
美
し
い
書
線
が

見
事
。
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
、
自
然
に
出
さ
れ
る
太
細

も
素
晴
ら
し
く
優
雅
で
気
品
溢
れ
る
秀
逸
作
。

�

（
佐
藤　

香
蓮
）

大
阪
　
齊
藤
　
陵
子　

上
下
左
右

の
余
白
が
き
れ
い
に
と
れ
、
文
字

の
配
置
が
見
事
で
あ
る
。
美
し
い

年
賀
状
に
仕
上
っ
た
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

（　）内は選評執筆者です。

五月　百瀬てる美　伸びのある気迫に溢れた文字で布置
よく収め、見応えのある秀作。熱意が感じられる。
� （黒河内月倫）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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写経研究室

髙
橋
　
和
子

田
辺
　
桜
月

松
田
し
の
ぶ

上
平
田
一
代

大
槻
　
智
子

池
田
　
説
子

長
與
　
和
子

宇
野
　
香
苑

関
口
恵
美
子

濱
田
　
愉
子

高
橋
　
英
美

熊
谷
ひ
ろ
み



31

つけペン
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� 筆ペン

阿部のりこ

越川　晴美

江森　彩音

荒井利代子

島野　雅美

坂本　悦子

桑田　舟南杉山　葉月

鈴木　理桜

堀越　淑子

宮本美由紀岡本　麻弥小林留美子

大橋　　敦 田中三重子

島田　眞弓
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ボールペン


